
では、今月も安全操業で！
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但
馬
水
産
事
務
所
の
中
岸
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
欄
に
書
か
せ
て
い
た
だ
く
の
は
初
め
て
で
す
が
、
し
ば
ら
く

お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
に
質
問
で
す
。

　

Ｑ　
�

世
界
の
１
歳
児
で
、
な
ん
ら
か
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る

子
供
は
ど
れ
く
ら
い
い
ま
す
か
？

　
　
　
　

ア　

20
％　
　
　

イ　

50
％　
　
　

ウ　

80
％

答
え
は
文
末
に
あ
り
ま
す
。
い
か
が
で
し
た
か
？
私
は
間
違
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
ん
な
質
問
を
繰
り
返
す
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
日
経
Ｂ
Ｐ
社
が
発
行
す
る
「
Ｆ
Ａ
Ｃ

Ｔ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
フ
ァ
ク
ト
フ
ル
ネ
ス
）」、著
者
は
ハ
ン
ス
・
ロ
ス
リ
ン
グ
と
い
う
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
お
医
者
さ
ん
で
す
。
副
題
に
は
、「
10
の
思
い
込
み
を
乗
り
越
え
、
デ
ー
タ
を
基
に
世
界
を

正
し
く
見
る
習
慣
」
と
あ
り
ま
す
。

　

世
界
は
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
」、
一
つ
の
例
が
全
て
に
当
て
は
ま

る
と
い
う
「
パ
タ
ー
ン
化
」、
世
界
は
ひ
と
つ
の
切
り
口
で
理
解
で
き
る
と
い
う
「
単
純
化
」
な
ど
、

思
い
込
み
に
よ
る
誤
り
の
実
例
を
示
し
、
そ
れ
ら
を
取
り
除
き
世
界
を
正
し
く
見
る
こ
と
の
必
要
性

や
方
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
も
思
い
込
み
に
よ
る
誤
っ
た
行
動
や
選
択
、
悲
観
、
楽
観
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

絶
好
調
の
方
、
行
き
詰
っ
て
い
る
方
ど
ち
ら
に
も
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
本
で
す
。
正

し
い
見
方
を
す
る
と
、
気
が
楽
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

卑
近
な
例
で
す
が
、
私
、
こ
の
４
月
か
ら
８
年
ぶ
り
２
度
目
の
単
身
赴
任
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
「
大
変
で
す
ね
」
と
あ
り
が
た
い
言
葉
を
頂
き
ま
す
。
し
か
し
、
改
め
て
状
況
を
整
理

し
ま
す
と
、
毎
週
金
曜
夜
に
帰
宅
し
月
曜
朝
に
職
場
に
出
向
け
ば
、
家
族
の
顔
を
見
ら
れ
な
い
の
は

火
水
木
の
３
日
だ
け
、
週
末
の
往
復
に
６
時
間
必
要
で
す
が
日
々
の
通
勤
は
５
分
足
ら
ず
、
神
戸
に

通
勤
す
る
往
復
２
時
間
×
５
日
と
比
べ
る
と
、
毎
週
移
動
に
費
や
し
て
い
た
時
間
は
４
割
近
く
節
約

さ
れ
ま
す
。
一
般
的
な
単
身
赴
任
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
せ
ん
か
。

　

思
い
込
み
を
な
く
す
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
事
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
思
い
込
み
を

捨
て
、
現
場
で
の
見
聞
き
を
第
一
に
、
正
し
い
デ
ー
タ
に
基
づ
き
対
処
す
る
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
相
談
、
ご
要
望
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
（
平
日
は
）
香
住
に
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

※�

正
解
は
ウ�

80
％
で
す
。
世
界
に
は
貧
し
い
国
が
多
く
、
も
っ
と
少
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
世
界
が
先
進
国
と
途
上
国
に
２
分
さ
れ
る
と
い
う
「
分
断
」
の
思
い
込
み
で
し
た
。

表紙の言葉
「桜  と  まりん・あわじ」（明石市）
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～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

フ
ァ
ク
ト
フ
ル
ネ
ス

但
馬
水
産
事
務
所 

所
長　

中 

岸　

明 

彦

　兵庫県水産会館近くの錦江橋付近から撮った、桜の花
とアルミ合金製の双胴高速船「まりん・あわじ」です。
　タコフェリーの運航休止により、自動車専用道路である
明石海峡大橋を通行できない125cc以下の小型自動二輪
車は、淡路島へ渡ることが出来なくなりましたが、当船が
竣工し125cc以下の小型バイクや自転車も淡路島岩屋と明
石を行き来できるようになりました。
　４月は桜の開花とともに、新生活がはじまるイメージで
すが、5月1日に元号が「平成」から「令和」に改められます。
新しい時代の幕開けとなりますが、豊かで美しい海が新時
代も続き水産業界が発展するよう期待します。

	 ２	 ようそろ

	 ３	 瀬戸内海関係再生議員連盟	総会

	 ４	 明石アンテナショップ活用に関する連携協定締結式
	 	 ＪＦ浜坂	ほたるいか祭り開催

	 ５	 神戸海上保安部からのお知らせ
	 	 ５月９日は「救命の日」

	 ６	 兵庫県農政環境部	農林水産局	水産課	＆	漁港課	配席図

	 ７	 ＪＦなぎさ信漁連	キャンペーン

	 ８	 兵庫JCC通信

	 ９	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

	 10	 第 41回	全国海の子絵画展	今年も４作品が入賞
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瀬
戸
内
海
を
豊
か
な
海
と
す
る
た
め
、
平
成
27
年
10
月

に
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
瀬
戸
法
）
が
改
正

施
行
さ
れ
て
3
年
が
過
ぎ
、
豊
か
な
海
に
向
け
た
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
中
、
３
月
19
日
参
議
院
議
員
会
館

内
で
「
瀬
戸
内
海
関
係
再
生
議
員
連
盟 

総
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
末
松 

信
介
事
務
局
長
に
よ
る
進
行
の
も
と
、
冒
頭
、

塩
崎 
恭
久
会
長
よ
り
「
我
々
が
愛
す
る
瀬
戸
内
海
、
お

陰
様
で
綺
麗
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
生
物
生
産
性
が
下

が
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
ど
う
す
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
、
法
律
改
正
に
至
っ
た
。
そ
の
原
点
を
か
み
し
め
な

が
ら
皆
さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
出
席
議
員
の
紹
介
の
後
、
瀬
戸
内
海
関

係
漁
連
・
漁
協
連
絡
会
議
か
ら
塩
崎 

恭
久
会
長
へ
要
望

書
を
手
渡
し
、
当
連
絡
会
議 

幹
事 
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

田
沼 

政
男
会
長
か
ら
要
望
書
に
つ
い
て
、「
１
つ
め
は
、
私
達

か
ら
み
て
瀬
戸
法
が
変
わ
っ
て
藻
場
や
砂
浜
が
増
え
た
実

感
が
な
く
、
１
か
所
で
も
多
く
計
画
的
な
実
行
を
強
く
要

望
し
ま
す
。
２
つ
め
は
、
瀬
戸
法
に
栄
養
塩
の
重
要
性
を

明
記
し
、
湾
灘
毎
に
必
要
な
措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
３

つ
め
は
、
赤
潮
や
貝
毒
に
繋
が
る
有
害
・
有
毒
な
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
に
つ
い
て
、
早
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
そ
の
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。
４
つ
め
は
、
昨
年
も
要
望
し
た
Ｃ

Ｏ
Ｄ
に
つ
い
て
、早
く
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。」と
の
旨
、

要
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
関
係
省
庁
（
環
境
省
・
水
産
庁
・
国
交
省
）
と

関
係
自
治
体
（
兵
庫
県
）
か
ら
取
組
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
環
境
省
で
は
、「
30
年
度
行
わ
れ
た
瀬
戸
内
海
関
係

者
か
ら
の
水
産
資
源
と
水
環
境
を
巡
る
課
題
や
栄
養
塩
類

等
と
水
産
資
源
の
関
係
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
て
、

31
年
度
に
方
策
の
在
り
方
を
と
り
ま
と
め
、
32
年
度
に
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
た
措
置
を
予
定
し
て
い
る
。」
と
の
旨
、

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
井
戸 

敏
三
兵
庫
県
知
事

は
「
兵
庫
県
の
政
策
目
標
と
し
て
窒
素
リ
ン
濃
度
の
下
限

値
を
本
年
夏
頃
に
設
定
予
定
。
播
磨
灘
流
総
計
画
を
変
更

し
、
豊
か
な
海
の
実
現
を
目
標
の
1
つ
と
し
て
可
能
な
限

り
窒
素
濃
度
の
放
流
濃
度
を
高
め
る
運
転
に
努
め
る
配
慮

規
定
を
定
め
た
。
産
業
系
の
栄
養
塩
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
と
排
水
基
準
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

民
有
の
護
岸
等
を
直
立
護
岸
か
ら
生
物
配
慮
型
護
岸
へ
改

善
で
き
な
い
か
、
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。」
と
の
旨
、

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
Ｊ
Ｆ
香
川
漁
連 

嶋
野 

勝
路
会
長
、
Ｊ
Ｆ
お

お
い
た 

山
本 

勇
組
合
長
、
Ｊ
Ｆ
広
島
漁
連 

渡
辺 

雄
蔵

専
務
、
Ｊ
Ｆ
愛
媛
漁
連 

杉
義 

晴
専
務
、
Ｊ
Ｆ
徳
島
漁
連 

森 

啓
介
主
任
、
Ｊ
Ｆ
大
阪
漁
連 

宮
内 

啓
太
主
事
よ
り
、

湾
灘
毎
の
現
状
発
表
と
要
望
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
石
井 

正
弘
幹
事
長
代
理
よ
り
「
環
境
省
の

資
料
で
、
播
磨
灘
東
部
に
お
け
る
イ
カ
ナ
ゴ
資
源
に
対
し

て
、
栄
養
塩
や
餌
環
境
と
い
っ
た
低
次
生
態
系
の
変
化
が

影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
と
、
今
ま
で

に
な
い
一
歩
踏
み
出
し
た
ま
と
め
だ
っ
た
。
と
り
ま
と
め

に
あ
た
り
、
分
か
り
や
す
い
施
策
の
方
向
性
を
お
示
し
し

て
頂
き
た
い
。」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
紙
を
読
ま
れ
た
皆
様
か
ら
も
、
瀬
戸
内
海
再
生
議
員

連
盟
に
関
係
す
る
議
員
の
先
生
に
対
し
て
“
豊
か
な
海
に

向
け
た
応
援
”
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
兵
庫
県
（
近
畿
を
含
む
）
に
関
係
す
る
国
会
議
員
の
出

席
者
は
左
記
の
通
り
。

　
末
松
信
介
、
盛
山
正
仁
、
関　
芳
弘
、
谷　
公
一
、
中

野
洋
昌
、西
村
康
稔
、松
本
剛
明
、伊
藤
孝
江
、清
水
貴
之
、

濱
村　
進
、赤
羽
一
嘉
（
代
理
）、藤
井
比
早
之
（
代
理
）、

大
串
正
樹
（
代
理
）、
山
田
賢
司
（
代
理
）、
渡
海
紀
三
朗

（
代
理
） 
※
順
不
同
、
敬
称
略

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部
）

瀬戸内海関係漁連・漁協連絡会議から瀬戸内海再生議員連盟へ要望書の提出

瀬戸内海関係再生議員連盟 総会
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４
月
４
日
、
明
石
市
漁
業
組
合
連
合
会
（
戎
本 

裕
明
会
長
）
は
、
一
般
社
団
法
人
明
石
観
光
協

会
、
あ
か
し
玉
子
焼
き
ひ
ろ
め
隊
と
と
も
に
、
地

方
活
性
化
型
飲
食
店
を
展
開
す
る
株
式
会
社
ワ
ー

ル
ド
・
ワ
ン
（
本
社
・
神
戸
市
）
と
、
観
光
誘
客

や
農
林
水
産
物
な
ど
の
消
費
・
販
路
拡
大
等
を
目

的
と
し
た
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
た
。

　
同
社
は
、
高
知
や
青
森
な
ど
特
定
地
方
に
特

化
し
た
郷
土
料
理
や
地
酒
を
提
供
す
る
居
酒
屋

チ
ェ
ー
ン
店
を
神
戸
市
内
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
明
石

市
の
食
材
に
特

化
し
た
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
型

大
衆
居
酒
屋
を

イ
メ
ー
ジ
し
た

「
明
石
ニ
ュ
ー

ワ
ー
ル
ド
」
の

１
号
店
を
東

京
・
新
橋
に
25

日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　
大
漁
旗
や
タ

コ
ツ
ボ
な
ど
が

飾
ら
れ
た
店
内

で
は
、
玉
子
焼

（
明
石
焼
）
を

中
心
に
、
明
石

市
特
産
の
タ
コ

や
タ
イ
、
ノ
リ
を
使
っ
た
料
理
や
、
地
酒
な
ど
の

ご
当
地
グ
ル
メ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
締
結
式
で
同
連
合
会
の
戎
本 

裕
明
会
長
は「
平

成
か
ら
令
和
に
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
歴
史
的
な
年

に
、
４
者
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
連
携
協
定
を
締
結

で
き
た
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
。
新
店
舗
が
情

報
発
信
の
拠
点
と
な
り
、
明
石
市
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
し
、
地
元
に
貢
献
で
き
れ
ば
」
と
話
し
ま

し
た
。

明
石
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
活
用
に
関
す
る

 

連
携
協
定
締
結
式

　
日
本
海
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
ホ
タ
ル
イ
カ
漁
。
日
本
一
の
水
揚
げ
量
を
誇

る
Ｊ
Ｆ
浜
坂
（
川
越 

一
男
組
合
長
）
の
浜
坂
漁
港
に
て
、４
月
７
日
（
日
）「
第

21
回
浜
坂
み
な
と 

ほ
た
る
い
か
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。（
実
行
委
員
会
発
表 

約
２
万
人
）

　
会
場
で
は
、
カ
ゴ
に
入
っ
た
ホ
タ
ル
イ
カ
を
ク
レ
ー
ン
で
つ
り
上
げ
大
釜
で

ゆ
で
た
釜
揚
ほ
た
る
い
か
が
４
、０
０
０
人
に
無
料
で
振
る
ま
わ
れ
、
獲
れ
た

て
船
上
仕
込
み
の
沖
漬
け
、
浜
の
お
か
あ
ち
ゃ
ん
特
製
の
つ
く
だ
煮
、
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
、軍
艦
巻
き
、串
揚
げ
、炊
き
込
み
ご
飯
、か
き
揚
げ
う
ど
ん
な
ど
様
々

な
ホ
タ
ル
イ
カ
料
理
が
提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
網
か
ら
揚
が
っ
て
す
ぐ
に
パ
ッ
ク

詰
め
し
た
「
浜
ほ
た
る
」
や
活
ほ
た
る
い
か
の
販
売
も
あ
り
、
各
ブ
ー
ス
に
は

長
い
行
列
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
制
限
時
間
内
に
ほ
た
る
い
か
の
食
べ
た
数
を
競
う
「
全
日
本
わ
ん

こ
ほ
た
る
選
手
権
」
で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
一
位
の
方
は
２
分
間
で

２
０
０
匹
以
上
を
食
べ
き
る
等
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ＪＦ浜坂 ほたるいか祭り開催
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　瀬戸内海・紀伊半島沿岸は、春先から梅雨時
期にかけて濃霧が発生しやすく、これに伴う衝
突・乗揚げ海難が発生しやすい状況にありま 
す。このため、近畿・四国地方海難防止強調運動の
一環として、霧の発生が多い４月～６月の３ヶ月
間「霧海難防止キャンペーン」が実施されます。
　霧発生時等視界制限時の遵守事項「霧五戒」を
確認ください。

霧五戒
１・気象状況を早期に把握すべし
２・船舶間のコミュニケーションを促進すべし
３・航法を守るべし
４・自動操舵装置を適正に使用すべし
５・早期に避泊すべし

神戸海上保安部からのお知らせ「霧五戒」していますか？

５月９日は「救命の日」!!
　５月９日を英語で表記すると→９．May
　９．Mayの“９”は日本語で「きゅう」　“Ｍａｙ”の読み方は「メイ」
ということは･･･
　９．Ｍａｙ　→　きゅう ＋ メイ　→　きゅうメイ　→　救命！！
　兵庫の漁協系統団体の担当者が独自に５月９日を「救命の日」にしました（拓水714号）
　５月９日「救命の日」には自分の命を守るため、次の3点を実践しましょう。
１：�ライフジャケットの点検を！　破れていないか、膨張式はボンベの錆び、使用済みになっていないか
２：�落水時の対応を！　船に揚がれるよう縄梯子を吊るす、スマホ・携帯電話を防水パックに入れる
３：海のもしもは１１８番！　海上での緊急時には118番へ
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

農政環境部全国豊かな海づくり大会推進参事
農政環境部農林水産局水産課 職員配席図

漁政班（漁業管理担当）

漁場整備班
主幹

（水産普及担当）
　おお　の
大　野

（内4152）
362－9230

全国豊かな
海づくり大会
推進参事

小　林
（内4170）
362－9156

こ　ばやし

副課長

花　立
（内4151）
362－9228

はな　たて

水産課長

なが  しま
長　島

（内4149）
362－3475

すぎ  はら
杉　腹

職　員

主　任
おか　  だ
岡　田

（内4167）

主　任
く　　ぼ
久　保

（内4164）

主　査
えの  もと
榎　本

（内4160）

職　員
やま もと
山　本

主　査
おお  はし
大　橋

（内4155）

職　員
なか  むら
中　村

（内4161）

庶　務

副課長

 もち  づき
望　月

（内4166）
362－3481

入　口 入　口

主幹（建設担当）

ӏɹ஑
（内4179）
(直)362－3485

主　査

தɹඌ
（内4178）

主　査

ɹถٱ
（内4178）  FAX. 

362－3968
（内6768）

主　査

٢ɹ઒
（内4180）

主　任

୩ɹޱ
（内4182）

主　査

ɹถٱ
（内4178）

職　員
応　

接

主幹（計画担当）

খɹ੢
（内4177）
(直)362－3484

副課長兼漁港整備班長

ᚸɹು
（内4174）
(直)362－9233

副課長兼漁港管理班長

�৥ɹԬ
（内4173）

(直) 362－9232

課　長

�લɹ઒
（内4172）

(直) 362－3482

漁港整備班 漁港管理班

漁港整備班

豊かな海づくり大会
推進総務班・事業班

全国豊かな海づくり
大会推進参事

漁　政　班
瀬戸内海海区漁業調整委員会事務局兼務

漁港管理班漁港課長

漁港課 職員配席図

入　口

ＦＡＸ.362－3920

ロ
ッ
カ
ー

ロ
ッ
カ
ー

応接

漁場整備班（漁場環境担当）

①漁場整備開発事業に関すること
②豊かな海の再生に関すること
③漁場環境の保全に関すること
④離島漁業の支援に関すること
⑤水産物の安全確保に関すること
⑥保護水面の管理に関すること

豊かな海づくり大会推進事業班

①大会基本構想、基本計画の策
定に関すること
②大会テーマ、大会キャラクター
の選考に関すること
③式典行事、海上歓迎・放流行事
開催場所の調整に関すること
④漁業者団体等との調整に関す
ること

豊かな海づくり大会推進総務班

①準備委員会、実行委員会の設置及び運営
に関すること
②庁内関係課、関係市町、宮内庁等関係省庁
との調整に関すること
③幹事会の設置及び運営に関すること
④実行委員会の予算に関すること
⑤大会に向けた周知、広報、ＰＲに関すること
⑥実行委員会の文書、庶務、会計に関すること

漁場整備班（水産普及担当）

①水産業の試験研究に関すること
②水産業の普及指導及び普及指導員の資質向上に関す
ること
③水産物の流通加工に関すること
④水産関係統計の管理に関すること
⑤栽培漁業の推進に関すること
⑥養殖業の振興に関すること
⑦（公財）ひょうご豊かな海づくり協会に関すること

①水産行政の企画立案及び調整に関すること
②漁場計画立案及び漁業免許登録に関すること
③漁業の許可及び漁業調整に関すること
④内水面漁業の振興に関すること
⑤海区漁業調整委員会及び内水面漁場管理
委員会に関すること
⑥漁船の建造等の許可、登録及び積量の測
度に関すること

⑦漁船損害等補償法に関すること
⑧漁業取締に関すること
⑨遊漁船業の適正化に関すること
⑩遊漁対策に関すること
⑪漁業無線局に関すること
⑫水産資源管理対策に関すること
⑬漁業に係る災害関連情報に関すること
⑭海洋開発事業と漁業の調整に関すること

漁政班（組合指導担当）

①水産業協同組合の指導、
監督に関すること
②漁業協同組合の合併推進
及び経営基盤強化に関す
ること
③水産制度金融に関すること
④漁業共済に関すること
⑤漁業信用保証に関すること

⑥水産物産地卸売市場に関
すること
⑦（一財）兵庫県水産振興基
金に関すること
⑧浜の活力再生プランに関
すること
⑨水産業競争力強化緊急対
策に関すること

দɹా
（内4176）

職　員

ീɹඌ
（内4175）

嘱託員

ੴɹᖒ
嘱託員

ɹ಺ࢁ

①漁業経営構造改善事業に関すること。
②共同利用施設等の災害復旧に関すること。
③漁港施設用地の利用調整に関すること。
④漁港港勢調査に関すること。
⑤漁港の整備計画に関すること。
⑥漁港の調査に関すること。
⑦漁港海岸の整備計画に関すること。
⑧漁港海岸の調査に関すること。

⑨海岸統計に関すること。
⑩県管理の漁港事業の実施に関すること。
⑪漁港海岸事業の実施に関すること。
⑫市町管理の漁港事業及び漁港海岸事業の
指導監督に関すること。
⑬漁港の災害復旧に関すること。

①漁港及び漁港海岸の占使用事務に関すること。
②漁港区域及び海岸保全区域における国有財産に関すること。
③県管理漁港における財産の取得、管理及び処分に関すること。
④漁港及び漁港海岸の指定及び管理に関すること。
⑤漁港事業及び漁港海岸事業の事務に関すること。
⑥プレジャーボート対策の総合調整に関すること。
⑦災害対策基本法の施行に関すること（災害時における
車両の移動等に関するものに限る）。

⑧文書及び公印の管守に関すること。
⑨課内他班に属さないこと。

主　任
おお  した
大　下

（内4153）

嘱　託
なん　ば
難　波

Ҫɹ上
（内4183）

౻ɹ৿
嘱託員

資源増殖室長

やま  した
山　下

（内4150）
362－9229

職　員

ੜɹ໺

主　査

 もり　もと
森　本

（内4154）
362－3476

漁政班主幹
（漁業管理担当）

かく　 た

はやたか船長

角　田
たに  やま

機関長

谷　山
と　 くら
都　倉

（内4159）
362－3478

漁政班長

主　任
さい  とう
齋　藤

（内4156）

主　査
とう  いち
東　一

職　員
たけ   の 
竹　野

嘱　託
きし  もと
岸　本

職　員
はた  もと
畑　本

漁場整備班長

おお　いし
大　石

（内4163）
362－3480

み　しま
職　員

三　島
（内4184）

主　査
さ　とう
佐　藤

（内4169）

由　良
（内4171）
362－9173

ゆ　　ら

豊かな海づくり
大会推進
総務班長 職　員

おき
沖

（内4185）

うち　 だ
内　田

（内4181）
362－9186

豊かな海づくり
大会推進
事業班長

漁政班（庶務）

①課の庶務に関すること
②総務課との連絡に関すること
③文書及び公印の管守に関す
ること
④但馬水産事務所との連絡調
整に関すること
⑤課内各担当に属さないこと

漁場整備班（水産普及担当）

①水産業の試験研究に関する
こと
②水産業の普及指導及び普及
指導員の資質向上に関する
こと
③水産物の流通加工に関する
こと
④ひょうご食品認証制度の推

進に関すること
⑤水産物の輸出入に関すること
⑥水産関係統計の管理に関す
ること
⑦栽培漁業の推進に関すること
⑧養殖業の振興に関すること
⑨（公財）ひょうご豊かな海づくり
協会に関すること

資源増殖室 漁場整備班 資源増殖室長 水産課長 副課長（事務）副課長（技術）

兵庫県農政環境部 農林水産局 水産課 ＆ 漁港課 配席図
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http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　３月16日（土）、兵庫県民会館で、ひょうご消費
者セミナー2018実行委員会（兵庫県、兵庫県生活
協同組合連合会、生活協同組合コープこうべ、特
定非営利活動法人ひょうご消費者ネット、特定非
営利活動法人消費者支援機構関西）と消費者庁、
６者共催「ひょうご消費者セミナー2018」を開催
しました。
　このセミナーは、「適格消費者団体」や「消費者
団体訴訟制度」についての理解を深めるもので、
250人が参加しました。
　最初に、高田 潔消費者庁政策立案総括審議官
から開会挨拶の後、2017年に徳島県で開設した、

「消費者行政新未来創造オフィス」のこれまでの取
り組みについて報告がありました。次に、ひょう
ご消費者ネット 茂木 昌子理事と消費者支援機構
関西 小川 哲央さんが、適格消費者団体の説明や、
消費者被害にあわないためのポイント等を「○×
クイズ」形式で行いました。最後に、「世の中うま
い話はない！～消費者被害は、こう始まる～」と
題して、菊地幸夫弁護士の講演会を開催しました。

「年々犯罪は巧妙になっている。犯人は、心の弱
点をついてくるので、必ず一人で判断せず、少なく
とも２人には相談をすることが消費者被害を防ぐ
方法である」と犯罪事例を絶妙な語り口でお話し
いただきました。参加者からは、「実体験をもとに
わかりやすく説明していただき消費者被害を身近
に感じました」などの感想が寄せられました。

ＪＡハリマ
　ＪＡハリマは農林水産省の補助事業「畜産クラ
スター事業」を活用し、農家の所得増大と循環型
農業に取り組んでいます。ふるさと納税の返礼品
としても人気がある「宍粟牛」を肥育する農家が
牛舎を増築し、増頭を希望。ＪＡはそれを支援す
るため、農家をはじめ、宍粟市および県とともに
畜産クラスター協議会を設立、補助事業で牛舎の
増設と堆肥センターの改修を行いました。
　新しい牛舎は約100頭の肥育牛を飼養できま
す。ＪＡが農家にリースし、契約期間終了後は農
家に無償で譲渡します。農家は後継者とともに規
模拡大を行い、10年後には現在の２倍となる年間
80頭の出荷を実現し、所得増大を図ります。
　堆肥センターは、スクリュー型撹拌機を導入し、
作業を効率化しました。堆肥の製造期間を80日
から50日に短縮するとともに、良質な堆肥が生
産できるようになりました。ＪＡは農家に牛ふん
堆肥を活用した循環型農業を提案しています。牛
ふん堆肥はパラパラとした質感で使いやすく、米、 

野菜、花卉
など幅広く
施用できま
す。
　今後、牛
ふん堆肥を
施用した米
や丹波黒大
豆など、地
域ぐるみで
循環型農業
を 確 立し、
農家の所得
増大を目指
します。

「宍粟牛」の増産と循環型農業
による所得増大

ＪＡグループ兵庫の自己改革

ひょうご消費者セミナー2018 開催報告
防ごう！消費者被害

世の中うまい話はない！
～消費者被害は、こう始まる～

新たな牛舎は約100頭の牛を肥育できます 菊地 幸夫弁護士
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最
新
の
気
象
情
報
と
安
全
運
航

兵
庫
か
ら
安
全
文
化
を

　

～
近
頃
の
若
者
と
リ
ス
ク
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
～

　
３
月
の
大
輪
田
塾
は
19
日（
火
）に
２
講
義
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
最
新
の
気
象
情
報
と
安
全
運
航
」と
題
し
た
講
義
で
は
、は
ま
じ
海
事
法
務

事
務
所 

海
事
代
理
人
・
海
事 

補
佐
人
・
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
濵
地 

義
法
氏
よ
り
、ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
な
ど
気
象
に
つ
い
て
の
話
の
他
、安
全
航
行

に
は
Ｂ
Ｒ
Ｍ（
ブ
リ
ッ
ジ
・
リ
ソ
ー
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）が
重
要
で
、
人
間
は

誰
し
も
ミ
ス
を
す
る
の
で
、も
し
ミ
ス

に
気
が
付
い
た
ら
上
役
へ
気
兼
ね
な
く

発
言
で
き
る
体
制
と
雰
囲
気
作
り
が
重

要
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
兵
庫
か
ら
安
全
文
化
を　

～
近
頃
の
若
者
と
リ
ス
ク
パ
ー
セ
プ

シ
ョ
ン
～
」で
は
、
神
戸
運
輸
監
理
部　

海
上
安
全
環
境
部 

海
事
保
安
・
事
故

対
策
調
整
官 

筒
井 

宣
利
氏
よ
り
、心

理
学
や
行
動
分
析
学
を
用
い
な
が
ら
の

人
材
育
成
に
つ
い
て
や
、危
険
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
リ
ス

ク
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
実
習
を
行
い
、漁

船
画
像
を
見
て
周
り
の
塾
生
と
危
険
因

子
の
洗
い
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
全
対
策
は
グ
ル
ー
プ
内
の
で
情

報
・
意
識
共
有
が
重
要
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
有
意
義
な
講
義
と
な
り
ま

し
た
。

००
写真と文

༡ํࢠ

働くということ

◆
長
寿
社
会
を
反
映
し
て
年
金
生
活
者
が
溢
れ
、
現
代
は
働
か
ず
に
生

き
て
い
る
人
が
随
分
と
多
い
と
い
う
。
そ
の
一
方
に
、
家
族
を
扶
養
す

る
た
め
真
面
目
に
勤
労
に
励
む
健
気
な
人
も
大
勢
い
る
。
現
代
社
会

の
縮
図
を
見
る
思
い
だ
が
、
働
く
と
い
う
の
は
何
ン
な
ん
だ
ろ
う
。
働

く
と
い
う
事
は
、
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
称
し
て
無

償
の
働
き
を
し
て
い
る
人
も
い
る
が
、
大
抵
は
報
酬
を
貰
う
た
め
、
そ

れ
に
見
合
う
だ
け
働
き
相
応
の
汗
を
流
し
て
い
る
。
飢
え
て
死
な
ぬ
よ

う
、
一
片
の
パ
ン
を
得
る
た
め
働
い
て
い
る
の
か
。
義
務
教
育
の
ほ
か

に
教
育
を
受
け
る
期
間
が
長
く
延
び
て
、
一
人
前
に
な
る
年
齢
が
遅
く

な
っ
た
。
ま
た
、
就
職
難
の
た
め
フ
リ
ー
タ
ー
と
か
ア
ル
バ
イ
タ
ー
と

呼
ぶ
人
が
多
い
よ
う
だ
が
…

◆
永
年
勤
続
し
た
事
で
表
彰
を
受
け
て
、
ゴ
褒
美
に
特
別
休
暇
と
旅
行

券
を
貰
っ
た
。
奉
職
し
て
ン
十
年
と
い
う
間
に
何
を
し
た
の
か
と
回
顧

し
て
も
、
特
別
に
名
指
し
出
来
る
も
の
が
殆
ど
無
い
。
大
き
な
器
の
中

で
一
個
の
歯
車
と
し
て
回
っ
た
だ
け
の
よ
う
に
思
う
。
職
業
や
仕
事
と

い
う
も
の
は
、
連
綿
と
続
い
て
終
末
が
な
い
か
ら
、
歯
車
の
役
目
は
重

要
で
切
れ
目
が
あ
っ
て
は
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
。
忠
実
な
反
復
行

為
こ
そ
が
求
め
ら
れ
、
歯
車
が
錆
び
た
り
摩
耗
せ
ぬ
よ
う
絶
え
ず
心
掛
け
る
必
要

が
あ
る
。
働
く
事
は
気
持
ち
良
く
生
き
る
事
だ
と
も
思
う
。
仕
事
は
ウ
ソ
や
い
い

加
減
を
許
さ
な
い
「
実
の
世
界
」な
の
で
あ
る
。

◆
同
じ
一
日
で
も
、
充
実
感
を
も
っ
て
終
れ
る
時
と
、
め
っ
た
や
た
ら
に
長
く
感

じ
る
一
日
が
あ
っ
た
。
テ
ン
テ
コ
舞
い
を
し
準
備
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
終
っ
て
ホ
ッ

と
一
息
入
れ
て
、
忙
し
く
過
ご
し
た
数
日
を
振
り
返
り
、
大
い
に
報
わ
れ
た
思
い

で
一
杯
に
な
る
。
仕
事
に
感
謝
で
き
る
一
瞬
で
あ
る
。「
何
が
辛
い
か
」と
言
え
ば
、

何
も
す
る
事
が
無
い
ほ
ど
辛
い
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
か
つ
て
病
院
暮
ら
し
で
絶
対

安
静
を
言
渡
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
何
も
出
来
な
い
、
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
事
は
《
生
け
る
屍
》と
同
様
、
無
為
に
過
ご
す
の
は
実
に
耐
え
難
く
、
働
く
こ
と

し
か
知
ら
ぬ
者
に
は
、
大
い
な
る
試
練
で
は
あ
っ
た
。

◆
「
こ
れ
を
天
職
と
し
て
頑
張
り
ま
す
」と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
な
ら
最
高
だ
ろ

う
。
長
く
漁
師
を
続
け
た
赤
銅
色
の
肌
や
、
商
品
で
客
を
呼
び
込
む
塩
辛
声
に
、

天
職
の
幸
せ
を
感
じ
た
り
す
る
が
、
気
分
良
く
働
け
る
環
境
で
、
や
り
甲
斐
の
あ

る
仕
事
を
持
つ
の
は
幸
せ
な
事
だ
と
思
う
。
ま
た
暮
ら
し
の
中
に
潤
い
を
見
い
だ

す
の
も
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
翌
日
へ
の
英
気
に
つ
な
が
る
。
職
業
感
は
時
代
に

よ
っ
て
変
わ
る
も
の
だ
が
、
働
く
事
が
生
き
る
目
的
な
ら
、
労
働
自
体
が
楽
し
く

て
違
い
な
い
も
の
に
な
ろ
う
。
そ
こ
に
カ
ッ
コ
イ
イ
懐
か
し
さ
を
見
て
い
る
。
そ

し
て
職
を
退
い
て
「
毎
日
が
日
曜
日
」、
今
は
後
期
高
齢
者
と
な
っ
て
思
う
。
人
は

時
に
は
何
も
し
な
い
無
為
の
日
を
持
つ
の
も
、
大
切
な
事
な
の
で
あ
る
と
…
。

新
緑
に
ア
オ
バ
ズ
ク

濵地氏の講義の様子筒井氏の講義の様子



全国海の子絵画展
　昨年決定した「ひょうご海の子絵画」受賞作品（拓水№747号：Ｈ31．1月号参照）のうち、特に優秀であった８名の作品がＪＦ
全漁連主催「第41回全国海の子絵画展」に出品され、審査の結果、明石市立二見小学校1年 原田 芽依さんが「文部科学大臣賞」
を、播磨町立蓮池小学校5年 佐伯 和紗さんが「日本放送協会会長賞」、明石市立大久保小学校1年 秋野 來楓さんが「教育美術
振興会理事長賞」、そして、南あわじ市立阿万小学校 村居 璃苺香さんは「農林中央金庫理事長賞」を見事に受賞しました。
　今回の絵画展は、全国19,466点（参加914校）のうち、各県で選ばれた143点が全国展に出展され審査が行われました。表彰
式は東京・コープビルで３月25日（月）に開催され、特別賞入賞者28人の一人ひとりに賞状が手渡されました。（文：ＪＦなぎさ信漁連）

第41回 今年も４作品が入賞！

「げんきなうみのいきもの」
教育美術振興会理事長賞
明石市立大久保小学校 １年 秋野　來楓さん

「
魚
が
大
漁
」

農
林
中
央
金
庫
理
事
長
賞

南
あ
わ
じ
市
立
阿
万
小
学
校 

村
居
璃
苺
香
さ
ん

「たことふたみのうみ」
文部科学大臣賞
明石市立二見小学校 １年 原田　芽依さん

「いわしの大漁」
日本放送協会会長賞
播磨町立蓮池小学校 ５年 佐伯　和紗さん
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